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＜＜＜＜シオジシオジシオジシオジ森森森森のののの学校学校学校学校＞＞＞＞（（（（シオジのシオジのシオジのシオジの種拾種拾種拾種拾いいいい、、、、種種種種まきまきまきまき、、、、ネイチャーゲームネイチャーゲームネイチャーゲームネイチャーゲーム、、、、バームクーヘンバームクーヘンバームクーヘンバームクーヘン作作作作りりりり））））    

                       １０月１日（土） 於：シオジの森、どんぐり牧場 

 

 

 

 

 

    種拾い          バームクーヘン焼き        できあがり 

今回は、午前中にシオジの種拾いと種まき、午後はバームクーヘン作りを楽しみました。自分で作っ

たバームクーヘンの味は最高だったようです。 

「シオジ森の学校」会員でお世話になった「どんぐり牧場」横山文彦さんが当時ＮＰＯ法人山梨県ボ

ランティア協会常務理事であられた岡尚志氏とのインタビューの中で語った言葉を見つけましたので、

載せさせて頂きました。昨今人間としての在り方生き方に関する教育に焦点が当てられています。今か

ら、17年前の言葉ですが、職業観や勤労観を育成していくキャリア教育にも通じるものがあるのではな

いでしょうか？  

どんぐり牧場の青年たちは、ひよこのころから愛情を注ぎ、一生懸命に世話をすれば、親鶏が卵を産ん

でくれることを知っています。生産した卵を売れば金になる。家に買いに来てくれたお客さんが、卵を受

け取って、喜んで帰っていく。これらのことを、自分自身の目で見、手でふれ、心で感じて育っていくん

です。そして、自分も「価値あるもの」に従事しているという喜びを感じ、誇りをもち、存在の確かさと、

生きがいを発見しながら暮らしているのです。 

【富士福祉事業団・月刊ボランティア／1994 年５月号掲載原稿】より 

＜＜＜＜大月大月大月大月アスリートアスリートアスリートアスリート実技講習会実技講習会実技講習会実技講習会・・・・記録会記録会記録会記録会＞＞＞＞ ９月２３日（金） １０月１日（土） 

 

 

 

 

 

 

（たち幅跳び）    （体育館で短距離）  （榎本先生の高跳び教室）   （閉会式） 

９月２３日の第３回実技講習会は雨のため、大月勤労体育館での開催となりました。雨にもかかわら

ず多くの子どもたちが様々な種目に汗をかいていました。各アスリート担当スタッフが工夫を凝らした

種目を行ってくれました。 

 

１０月１日（土）はやまびこ陸上競技場での記録会（第４回）です。富士河口湖高校の榎本修之先生

の走り高跳び教室や、保護者対象のウォーキングエクササイズ等盛りだくさんの内容で、最後はリレー

で締めくくりました。様々な競技に参加することで柔軟性や、適応性等体全体のバランス感覚を身につ

けることが可能になると思われます。メダルもたくさん用意され、親子で楽しめた秋の一日でした。 
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＜＜＜＜やまびこまつりやまびこまつりやまびこまつりやまびこまつり＞＞＞＞           やまびこ支援学校   １０月８日（土） 

「にじのように えがおが いっぱい やまびこまつり  

～ゆうきと きぼうをもってがんばろう～」をテーマに 

行われました。小学部の「イッツ ア スモールワールド」、 

中学部の「やまびこ版 竹取物語」、高等部は地元の岩殿城の 

小山田氏を題材にした「旅立ち」、どれもとても素晴らしい 

発表でした。昨年度も参加させていただきましたが、毎年、 

（旅立ち）    趣向を凝らし、児童生徒のみなさんと先生方が一体となった   （陶芸作品） 

演技となっています。ダイナミックな大道具、工夫された小道具も素晴らしいものでした。また、展示

作品も数多く、日頃の教育活動の充実ぶりを伺うことが出来ました。 

 

＜＜＜＜わかつるサイエンスフェスティバルわかつるサイエンスフェスティバルわかつるサイエンスフェスティバルわかつるサイエンスフェスティバル    in in in in 都留高都留高都留高都留高    SSHSSHSSHSSH＞＞＞＞    10月 16日（日）    

    

    

    

    

    

    

（虫除けスプレー）   （白衣を着た都留高生）（校長先生から修了証の授与） （大勢の参加者） 

今年度より「科学の祭典」から「わかつるサイエンスフェスティバル」へと名称が新たに変わりまし

た。地域の児童の皆さんに、「科学科学科学科学のののの面白面白面白面白ささささ」を発信し「科学科学科学科学のののの興味関心興味関心興味関心興味関心」を高めてもらうのが目的で

す。抽選の結果、81名（219名参加希望）の児童の皆さんが郡内の小学校から参加をしてくれました。 

大月市の天野教育長様、アドバイザーとして、小学校の先生方 2名が参加をしてくださいました。 

前半は、３つのチャレンジブース「変圧器って不思議・・・」、赤ちゃんも使える「虫除けスプレー」、 

「手作り顕微鏡で細胞を見よう」に分かれて楽しみながら科学にチャレンジし、後半は 14 のブースを

自由に楽しむ「遊びの広場」で遊びながら科学を学ぶことが出来ました。最後に森屋校長先生から代表

の児童 2名が、修了証をもらって終了しました。 

＊参考 （山梨の教育振興プランより：理数教育の充実から） 

日常生活と授業とを関連付け、身近にある科学に気づかせることにより、学ぶ意欲や関心を高めるとと

もに、基礎・基本を活用した課題解決的な学習を通じて、論理的な思考力や理数的な表現力を育成する。 

 

◎◎◎◎第第第第 25252525回勧学院祭回勧学院祭回勧学院祭回勧学院祭    （平成 23年度山梨ことぶき勧学院・大学院）  

テーマテーマテーマテーマ：「：「：「：「勧学院勧学院勧学院勧学院    学学学学びのびのびのびの友友友友とととと和和和和をををを深深深深めめめめ」」」」  10月 20日（木）コラニー文化ホール 

北都留学園は「きらきら星 ねむの木の子守歌、心の中にきらめいて、武田節、ドレミの歌」を、 

南都留学園は「北上夜曲、ちゃっきり節、おおシャンゼリゼ、恋の季節、歓喜の歌」を合唱発表しまし

た。講座が終わった後の練習の成果が十分に発揮

され、素敵な笑顔で歌っていました。大舞台で緊

張しましたが貴重な体験だと思います。また、異

世代交流として、若草中学校音楽部の生徒さんと

の交流も行われました。向上心を持ち生涯生涯生涯生涯をををを通通通通しししし

てててて学学学学ぶぶぶぶ姿姿姿姿は大変素晴らしいものです。 

（北都留学園）     （南都留学園） 


